
基本目標１：地域のつながりづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

非開催 非開催 非開催 非開催

→

151か所 146か所 142か所 142か所 通いの場の数

非開催 非開催 非開催 非開催

LINE教室（代替）

参加者数20名

WINWIN事業（代替）

参加者数489名

石狩健康御朱印帳事業

（代替）

参加者数262名

ふれあいラジオ体操支

援事業（代替）

参加団体10団体

□継続

□拡充

■改善

□縮小

□終了

→○

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため代替事業を実施した。

（R2）LINE教室：新たなつながりづくり

を目的に、LINEアプリの基本的な使用方

法についての講座を開催。

（R3）WINWIN事業：健康づくりのため

にラジオ体操に取組む参加者にシールを

配付し、集めたシールの枚数に応じて市

内新小学1年生すべての児童に文房具をプ

レゼントした。

（R4）石狩健康御朱印帳事業：スタンプ

（御朱印）を集めて楽しく外出機会を持

つこと、市内の地域包括や居宅介護支援

事業所の周知を目的に開催。

（R5）ふれあいラジオ体操支援事業：世

代を超え多くの地域住民に親しみのある

ラジオ体操に取り組む団体へ希望資材の

提供や補助金を交付した。

―

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り中止としたが、代替事業として単位町

内会との懇談会を開催した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

地域料理教室

地域福祉懇談会

第４次石狩市地域福祉計画・第６期石狩市社会福祉協議会地域福祉実践計画　評価シート

【重点１】

通いの場の設置と継続支援

（１）

ふれあいの場づくり

ふれあい広場いしかり

実施状況等施策の方向 主な取組み 評価
今後の

方向性

―

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り中止した。

　旧公民館の解体により屋台販売飲食物

の調理ができなくなったことから、開催

内容の見直しを検討する。

□継続

□拡充

■改善

□縮小

□終了

○

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、新規立ち上げ支援は困難な状況と

なった。既存の通いの場の継続・再開支

援に注力する。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

主な事業内容・成果

　インクルージョン※の普及、啓発を目的として「やさしさの風になろうよ」をテーマに、すべて

の人が共に学びあい、共に語り合う場として開催します。

※インクルージョン・・・地域で暮らす誰もが社会生活の主体者としてみんなで包み支え合う考え方。

　各世代の人々が、住み慣れた地域や家庭で安心して暮らせるために、地域住民が気軽に集い交流

を深めたり、趣味を生かす「通いの場」の設置や運営の支援に努めます。

→

　町内会役員や地区社会福祉協議会役員、民生委員児童委員、高齢者クラブなど地域で暮らす人た

ちが一堂に会し、日頃の活動実践やこれからの地域活動について、率直に意見を交わす場として開

催します。

　地区社協や町内会などの単位で料理教室を開催し、参加者が一緒に料理を作る、食べることを通

して、地域内での世代間交流や顔の見える地域のつながりづくりを支援します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標１：地域のつながりづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

今後の

方向性

主な事業内容・成果

→

297回、7,271名 308回、8,502名 295回、8,302名 304回、8,814名 利用者数

車椅子：26件

レク用品：30件

車椅子：21件

レク用品：54件

車椅子：28件

レク用品：73件

車椅子：39件

レク用品：152件

→

22地区：1,332千円 15地区：749千円 12地区：680千円 11地区：713千円 実施地区数

地域実践DVD配布 地域実践DVD配布 9地区、23名参加 24団体、61名参加

6団体支援 6団体支援 6団体支援 6団体支援

→◎

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、各地区社協事業の開催が困難とな

り、R3～5年は助成申請地区が減少し

た。

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

りR2～R3の集合研修は非開催とし、代替

として「生活支援サービス」や「見守り

活動」に関するDVDを作成・配付し、地

域実践の共有を図った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　６団体（石狩市民生委員児童委員連合

協議会、石狩市高齢者クラブ連合会、石

狩市ボランティア連絡協議会、石狩市身

体障がい者福祉協会、石狩市連合遺族

会、石狩市視覚障がい者協会瞳会）につ

いて、社会福祉協議会により事務局支援

を行うとともに同会との連携に努めた。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→○

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、貸出件数や数量が減少した年度はあ

るが、必要な方への貸与は継続的に実施

した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→◎

◎

　コロナ禍においても地域内でのふれあ

いとつながり維持のため、事業を継続し

た地区が多く、事業目的・効果が遺憾な

く発揮された。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

地区社会福祉協議会

連絡会議・研修会

福祉機器などの貸与

小地域福祉事業助成（２）

地域活動団体の活性化

社会福祉関係団体の支援

ふれあい給食サービス 　孤立化しやすい高齢者が、地区社会福祉協議会や町内会の役員・民生委員児童委員・ボランティ

アと会食や配食によりふれあいの機会を持つことで、地域との結びつきを深めることを目的に実施

します。

　簡単な手続きで利用できるレクリエーション用品や行事用テント、車いすなどの福祉機器の貸与

を行います。

　地区社会福祉協議会活動・町内会活動の活性化支援を目的に、運営費・事業費の一部を助成しま

す。

　地区社会福祉協議会の運営に役立つ研修会や、情報共有・情報交換を目的とした連絡会議を開催

し、活動の活性化を図ります。

　社会福祉の推進を担う団体と連携し、団体が実施する事業に必要な支援を行うなど、活動の活性

化を図ります。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標１：地域のつながりづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

今後の

方向性

主な事業内容・成果

3会場、計47回実施 3会場、計63回実施 3会場、計73回実施 3会場、計74回実施

→

参加者数80名 参加者数103名 参加者数82名 参加者数82名 参加者数

未着手 未着手 未着手 未着手

実施 実施 実施 実施

導入 実施 実施（一斉改選） 実施

未着手 未着手 未着手 未着手

　市内における社会福祉法人の横の連携

と地域貢献活動を推進するため、石狩市

社会福祉協議会を主体に社会福祉法人の

ネットワーク化を推進します。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→△

→

　コロナ禍においても地域で孤立し、支

援を必要とする人への見守りや相談活動

を継続し、連携を図りながら地域福祉活

動を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→◎

◎

　未帰宅高齢者等に関する協力依頼が来

た際などに迅速な情報共有が図れること

から、多くの委員に活用いただけるよう

登録手順書を作成した。令和4年度は一斉

改選により委員の変更があったため再度

各地区を訪問し、協力依頼を行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

→

　市民の地域福祉活動の理解や参加のきっかけづくりとなる地域福祉活動事例集を作成し、地域福

祉活動を推進します。

　平成28年の法改正により「地域における公益的な取り組みを実施する責務」が位置づけられた

社会福祉法人のネットワーク化を推進し、中長期的に地域福祉事業、地域公益活動の展開強化を目

指します。

　民生委員児童委員と社会福祉協議会は、共に地域福祉の推進に取り組む両輪の関係であり、連携

を図りながら協働による地域福祉活動の推進に努めます。

　新型コロナウイルス感染症の影響によ

り活動の機会が減少したことなどから着

手していなかったが、活用方法を十分に

検討した上で、R6年度の作成を予定して

いる。（前回平成30年度作成）

□継続

□拡充

■改善

□縮小

□終了

　迅速な対応により市民の安心と安全を守るた

め、緊急時などの情報手段として一斉情報配信

システムの導入を検討します。

　民生委員児童委員に対し、協力が必要となる

緊急事案に対応するため、一斉情報配信システ

ムを活用した迅速な情報提供により市民の安心

と安全を守ります。

○

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、一時的に実施を見合わせたが、現

在は通常どおり開設し各種相談に応じて

いる。

【3会場】総合保健福祉センター、厚田保

健センター、浜益高齢者生活福祉セン

ター

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

社会福祉法人の

ネットワーク化推進

民生委員児童委員における

一斉情報配信システム導入

（R4～）

一斉情報配信システムを活

用した地域福祉活動の推進

民生委員児童委員との連携

（４）

多様な主体による地域

福祉活動の支援

地域福祉活動事例集の発行

住民よろず相談員研修会 　令和2～4年度は新型コロナウイルス感

染症拡大防止の観点から開催規模を縮小

し、福祉調整員研修を兼ねて地区民生委

員児童委員協議会単位で実施した。

　令和5年度は開催規模を元に戻し集合型

研修として開催した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

○

△

（３）

相談体制の充実

住民よろず相談所の開設 　悩みや心配ごとがあれば誰でも気軽に相談できる場所として、民生委員が相談員となり、よろず

相談所を開催します。

　よりよい相談所運営と相談員の資質向上を目指して、民生委員児童委員連合協議会と合同で研修

会を開催します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　

-3-

-3-



基本目標２：安全・安心な暮らしづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

↗

相談件数年間3,160件

法人後見現受任件数20件

相談件数年間3,397件

法人後見現受任件数19件

相談件数年間2,784件

法人後見現受任件数17件

相談件数年間2,960件

法人後見現受任件数18件

相談件数及

び受任件数

↗

相談件数年間1,400件

現契約者数22件

相談件数年間1,372件

現契約者数25件

相談件数年間1,296件

現契約者数25件

相談件数年間1,435件

現契約者数19件

相談件数及

び契約数

↗

現契約者数10件 現契約者数8件 現契約者数12件 現契約者数6件
相談件数及

び契約数

↗

配布76部 配布133部 配布185部 配布972部 配付部数

　元気なうちに自分の意

思を伝えるノート「私ら

しく」を活用し、安心し

て人生の終末を迎えるた

めの仕組みづくりを検討

します。

↗

事業化検討 相談件数年95件

登録者数16件

相談件数年72件

現登録者数30件

相談件数年78件

現登録者数38件

相談件数及

び登録者数

エンディングプラン・サ

ポート

　一人暮らしの高齢者等を対象に、緊急連絡先、介護情報、終活プラン等に

ついての情報を登録します。また介護情報や終活プランについては、「私ら

しく」を活用することを提案しています。

自分の意思を伝えるノー

ト「私らしく」の活用

生活あんしんサポート事

業

今後の

方向性

第４次石狩市地域福祉計画・第６期石狩市社会福祉協議会地域福祉実践計画　評価シート

主な事業内容・成果
実施状況等

◎

　成年後見制度に関する相談窓口として各種

相談等の対応を実施した。

　広報啓発活動は、新型コロナウイルス感染

症予防対策として開始したインターネットに

よる動画配信を、現在もボランティアの協力

により継続している。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　高齢や障がいなどにより、日常生活の判断

に不安を感じている方と契約し、福祉サービ

スの利用援助や日常の金銭管理支援、貸金庫

での書類預かり支援を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　成年後見制度についての利用相談や広報啓発活動を行います。認知症や知的障がい、精神障がいなど

で判断能力が不十分となっても、住み慣れた地域で安心した生活が送れるように法人後見を行います。

　高齢や障がいなどにより日常生活の判断に不安がある人を対象に、福祉サービスの利用援助や日常的

な金銭管理のサービス、自己管理が不安な重要書類を貸金庫で預かるサービスを行います。

日常生活自立支援事業

（１）

権利擁護体制の充実

成年後見センター運営

施策の方向 主な取組み 評価

◎

　居住先要件により上記事業の対象外となっ

た方に対して、石狩市社会福祉協議会の独自

事業として、上記事業と同等の支援を実施し

た。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

◎

　広報いしかり等を活用した周知により、希

望者へ配布した。また、増刷のうえ関係機関

へも積極的に配布した。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

　高齢者住宅などに居住のため、日常生活自立支援事業の対象とならない人に、福祉サービスの利用援

助や日常的な金銭管理サービス、自己管理が不安な重要書類を貸金庫で預かるサービスを行います。

　判断能力が衰えた時に、自分の意向や意思を記しておくためのノート「私らしく」を配布します。

　令和3年10月1日より、一人暮らし高齢者等

を対象に、緊急時連絡先や介護情報、終活情

報を登録できる「おひとり暮らし等安心登録

サービス事業」を開始した。また、同事業の

登録者のうち、希望者には「私らしく」を配

付した。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標２：安全・安心な暮らしづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

今後の

方向性

主な事業内容・成果
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

→

後見支援員登録者数

厚田区5名、浜益区2名

後見支援員登録者数

厚田区5名、浜益区３名

後見支援員登録者数

厚田区5名、浜益区3名

後見支援員登録者数

厚田区5名、浜益区2名
登録者数

→

4回実施 2回実施 5回実施 4回実施 実施回数

①高齢者虐待実態把握調

査結果及び高齢者虐待防

止リーフを市内介護事業

所72か所に配布

②高齢者及び障がい者虐

待防止ネットワーク全体

会書面報告1回

①高齢者虐待対応DVD及

び高齢者虐待防止リーフ

を市内介護事業所16か所

に配布。

②高齢者及び障がい者虐

待防止ネットワーク全体

会書面報告1回

①R2.R3に配付したDVD

に係るアンケートを実施

したほか、高齢者虐待防

止リーフを市内介護事業

所に配布。

②高齢者及び障がい者虐

待防止ネットワーク全体

会書面報告1回

①高齢者虐待対応DVD及

び高齢者虐待防止リーフ

を市内介護事業所28か所

に配布。

②高齢者及び障がい者虐

待防止ネットワーク全体

会書面報告1回

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

→

→

・市内介護事業所を対象に虐待防止啓発の

リーフレットやDVDを配布し、早期発見や相

談体制の強化を図った。

・虐待防止ネットワーク全体会議を開催（コ

ロナ禍のため書面開催）し、関係機関と高齢

者・障害者虐待に関する報告や課題の検討を

行った。

ニーズに応じ適切に委託事業を実施した。

（R2：利用者12名、R3：利用者8名、R4：

利用者5名、R5：利用者8名）

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎ →

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

　法律家が不在の地域でも、住民との協働で権利擁護相談など支援を受けることができるよう、安心の

ための体制を整備します。

　成年後見センターと日常生活自立支援事業の担い手である、後見支援員と生活支援員の実践力強化の

ために、継続的な研修を行います。

寝たきり高齢者等

ふとんクリーニングサー

ビス

◎

　子どもや高齢者、障がい者に対する虐待の予防、早期発見や適切な支援につなげるため、相談体制や

関係機関との連携を強化します。

　在宅で入浴が困難な人を対象に、居室に浴槽を持ち込み入浴サービスを行います。

　寝たきり高齢者などを対象に、清潔な寝具で過ごせるよう、寝具洗濯乾燥消毒サービスを行います。

（２）

在宅福祉サービスの

充実

身体障がい者等

訪問入浴サービス

◎

　厚田区、浜益区において、市民後見人養成

講座を終了した後見支援員を増員すべく地域

へ働きかけを実施し、令和3年度の養成講座

で新たに１名を増員した。なお、令和５年度

の養成講座の応募者はいなかった。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　令和2～３年度は新型コロナウイルス感染

症予防のため、集合研修からレポート学習に

切り替えて実施。令和４年度からは集合研修

の他、実践研修となる成年後見制度相談会を

再開した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

ニーズに応じ、適切にサービス提供した。

（R2：利用者1名、R3：利用者1名、R4：利

用者1名、R5：利用者１名）

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

虐待の早期発見と

予防支援体制の整備

後見支援員・生活支援員

のフォローアップ研修

地域と一体になった権利

擁護支援の体制づくり

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標２：安全・安心な暮らしづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

今後の

方向性

主な事業内容・成果
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

実施 実施 実施 実施

HPで周知 見守り活動DVD作成 HPで周知 HPで周知

研修会参加者80名 研修会参加者103名 研修会参加者82名 研修会参加者82名

登録199名 登録182名 登録174名 登録90名

↗

登録19名 登録19名 登録22名 登録26名 登録者数

実施 実施 実施 実施

→

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

　ホームページ等での周知は継続している

が、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、取組主体である町内会・自治会との協議

はできなかった。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

福祉調整員の養成・研修

会

◎

　地域福祉活動の基本となる見守り活動など、支援が必要な人のニーズやその地域全体の福祉課題を受

け止め、地域の資源（情報・人・場所など）につないでいく「福祉調整員（民生委員児童委員）」を対

象に研修会を実施します。

→

→

→

ニーズに応じ適切に委託事業を実施した。

（R2：利用者3名、R3：利用者5名、R4：利

用者7名、R5：利用者9名）

　地域で心配と思われる人への日常の見守り支援などを行う人を「福祉協力員」と称し、地域の求めに

応じ登録証を発行します。

　また効果的な見守り活動が行われるよう、実践的な見守り支援方法の研修会を実施します。併せて登

録者に対するフォローアップ研修（継続的な研修）を実施します。

○

○

　自宅での生活に不安を感じている人が、安心して生活できるように町内会や協力機関と連携し、事前

に自宅の鍵を預かり、様子がおかしいと思われるときなどに鍵を使って家屋内に入り安否確認します。

　高齢者や要援護者など日常的に見守りが必要な人や地域で孤立している人へ直接訪問するなど、多様

な主体によるきめ細やかな見守り活動を実施します。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、

取組主体である町内会・自治会との協議や研

修は実施できなかった。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　町内会の積極的な周知活動により利用者は

増加した。引き続き、周知啓発に努めるとと

もに、本事業を通して、利用者と町内会や民

生委員との関係づくりを図る。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

　新型コロナウイルス感染症の影響により、

R2～3年度は地区民生委員児童委員協議会

（小規模）単位で開催し、R4～5年度は全地

区合同で開催した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

（３）

見守り活動の充実

地域見守りネットワーク

の支援

寝たきり高齢者等

理美容サービス

◎

　寝たきりなどで理美容店に来店が困難な人を対象に、自宅に訪問する理美容サービスを行います。

　地域や関係機関の連携による、安心・安全・福祉のまちづくりを目指し作成した「石狩市地域見守り

ネットワーク図」について、地域福祉懇談会をはじめ、広報やホームページなどで広く周知を行いま

す。

　支援にあたっては、取組主体である町内会・自治会と協議しながら、それぞれの地域特性に合わせた

ネットワークの構築を推進します。

○

高齢者や要援護者などに

対する見守り

　地域見守りネットワークや鍵の預かり事業

並びに食の自立支援事業等を通して、地域内

における見守り活動を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

鍵の預かり事業

福祉協力員の養成・研修

会

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標２：安全・安心な暮らしづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

今後の

方向性

主な事業内容・成果
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

物資：実施

避難訓練：未実施

物資：充足につき未実施

避難訓練：未実施

物資：充足につき未実施

避難訓練：未実施

物資：充足につき未実施

避難訓練：未実施

実施 実施 実施 実施

→

↗

　転入世帯や未設置世帯へ救急医療情報キッ

トを配布した（R2：22セット、R3：49セッ

ト、R4：61セット、R5：25セット）。ま

た、R4年8月に広報いしかりの折込を通じ

て、全世帯へ事業の再周知と救急カードの更

新を促した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

→

（５）

高齢者・障がい者

(児)・子育て支援の充

実

◎高齢者施策の主な取

組み

認知症高齢者への支援

◎

　認知症地域支援推進員を配置し、地域包括

支援センターと連携して認知症に関する普及

啓発、集いの場、見守り体制、医療や介護へ

のつなぎ等認知症ケア向上を図った。
□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

　認知症になっても可能な限り自宅または自宅に近い環境で生活できるよう、認知症の進行に応じた支

援体制を強化します。

福祉避難所の整備

◎

　石狩市へ転入された世帯や未設置世帯への配布、活用周知を行います。また概ね3年に一度、市広報に

緊急情報カードを折り込み、情報の更新を促します。

　災害時等に単独で避難することが困難な方

の名簿を毎年更新し、町内会・自治会及び民

生委員児童委員へ配布した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

（４）

要援護者の支援

救急医療情報キットの活

用支援

○

　災害時の感染症対策として、クイックパー

ティション、非接触体温計、消毒液、マスク

を購入した。

　避難訓練はコロナ禍のため未実施。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

避難行動要支援者名簿の

更新

◎

　高齢者や障がい者など、災害発生時の避難などに特に支援を必要とする人を把握し、迅速に支援が行

えるよう災害対策基本法に基づく「避難行動要支援者名簿」を毎年更新し、町内会・自治会及び民生委

員児童委員と情報の共有を図ります。

　市が指定する福祉避難所（総合保健福祉センターりんくる、ふれあいの杜子ども館、厚田学園、浜益

高齢者生活福祉センター）で必要な生活物資や支援体制を計画的に整備します。

　また実際に起こりうる災害に備えるため、関係機関と連携し避難訓練を実施します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標２：安全・安心な暮らしづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

今後の

方向性

主な事業内容・成果
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

サロン23団体

農園123名

サロン18団体

農園121名

サロン20団体

農園119名

サロン19団体

農園119名

→

高齢者世帯除雪630世帯

福祉利用割引券14,610名

高齢者世帯除雪640世帯

福祉利用割引券15,104名

高齢者世帯除雪564世帯

福祉利用割引券15,486名

高齢者世帯除雪378世帯

福祉利用割引券15,601名

利用世帯・

交付対象者

↗

・遠隔手話通訳サービス

・電話リレーサービス

・遠隔手話通訳サービス

・電話リレーサービス

・遠隔手話通訳サービス

・電話リレーサービス

・遠隔手話通訳サービス

・電話リレーサービス
手段の数

－ 実施 実施 実施

未実施 未実施 未実施 実施

→

→

　高齢者が、地域や社会を構成する一員として生きがいをもちながら暮らしていくことができるよう、

地域活動の場や社会貢献の場の提供など、生きがいづくりと社会参加の促進に向けた取り組みを関係機

関との連携により進めます。

生きがいづくりと社会参

加の促進

○

　ふれあいサロン・ふれあい農園等について

は、継続して実施することにより、社会参加

の促進などに寄与した。また、ふれあい農園

については、より多くの高齢者に利用しても

らうため、令和5年度より一部面積を拡充し

実施した。

　高齢者障がい者スポーツ大会については、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実

施を見送った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎障がい者（児）施策

の主な取組み

情報・コミュニケーショ

ン支援の充実

◎

　遠隔手話通訳サービス及び電話リレーサー

ビスにより、聴覚に障がいのある方の情報保

障を実施した。

　令和６年度に施行される「石狩市障がい者

情報・コミュニケーション条例」に基づき、

障がいのある人が、さらなる情報の発信や取

得がしやすい環境づくりを目指す。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

住み続けるための暮らし

の環境整備

◎

　除雪サービスや福祉利用割引券交付事業を

継続して実施することにより、住み慣れた地

域で安心して暮らせるよう支援した。

　除雪サービスについては、対象者が増加す

る一方で作業員不足などによりサービスの維

持が困難な状況となったことから、令和5年

度より持続可能な制度となるよう見直しを

行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必要な住まいや除雪、買い物や通院を

含めた移動などの課題について、関係機関と連携しながら支援の検討を進めます。

　視覚や聴覚などの障がいにより、情報取得や伝達に困難がある人について、手話や要約筆記、点字の

ほかＩＣＴを活用し、情報のバリアフリー化とコミュニケーション手段の充実に努めます。

児童発達支援センターの

設置

◎

　児童発達支援センターと同等の機能を持つ

「市町村中核子ども発達支援センターを設

置」した。

□継続

□拡充

□改善

□縮小

■終了

就労支援と雇用促進

◎

　令和3年10月より事業開始。3年間の就労定

着支援を終了した方が本事業を利用し、一般

就労のための支援を受けている。

（R3:４名、R4:５名、R5:７名）

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　障がいのある人が自立した生活を送るため、多様な就労機会を確保するとともに、継続して就労して

いけるようフォローアップ体制の充実を図ります。

　障がいや発達に配慮が必要な子どもの年齢や、発達段階に応じた適切な支援体制を充実するため、地

域の中核的な施設として、北海道が定める市町村中核子ども発達支援センターを設置し、保育所等訪問

支援や障がい児相談支援を実施します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標２：安全・安心な暮らしづくり

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

今後の

方向性

主な事業内容・成果
実施状況等施策の方向 主な取組み 評価

０歳児保育１園追加 － － －

　子どもの健康的な成長

や基本的な生活習慣の習

得など、すべての子ども

が安心して過ごすことが

できる児童館や放課後児

童クラブなど子どもの居

場所を安定的に提供しま

す。

実施設計 建設着工 竣工・オープン 児童館：４館

放課後児童クラブ：18ク

ラブ

－ － － －

量ってダイエット100日

作戦参加者数：63人

量ってダイエット100日

作戦参加者数：75人

量ってダイエット100日

作戦参加者数：71人

量ってダイエット100日

作戦参加者数：54人

実施 実施 実施 実施

受診者数

→

→

◎

　R2・R3年度は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、規模を縮小して主な事業と

して「量ってダイエット100日作戦」を実

施。R４年度・R5年度は通常開催とした。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

　R3.4月以降、待機児童の解消が図られた。

　R2に0歳児からの保育を1園追加し、へき

地保育所（はまます保育園）以外は０歳児か

らの保育を実施した。

→

→

社会生活を営むために必

要な機能の維持・向上

◎

　R2～4年度は新型コロナウイルス感染症対

策を徹底したうえで、各年代を対象とした健

診を実施した。R5年度も感染症対策に配慮

し、各健診を実施した。
■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　「栄養・食生活」「身体活動・運動」「休養・こころの健康」「喫煙」「飲酒」「歯・口腔の健康」

に関する生活習慣の改善を図るとともに、社会環境の改善に取り組みます。

　誰もが自立した生活を営むことを目指し「乳幼児期」「学童・思春期」「成人期」「高齢期」の４つ

のライフステージに応じた健康づくりを推進します。

（６）

健康づくりの促進

生活習慣・社会環境の改

善

すべての子どもと家庭の

総合支援

◎

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

子どもの居場所づくりの

推進

◎

【R2～R4】

R２：実施設計

R３.６月：建設着工

R４.７月：竣工

R４.10月：「ふれあいの杜子ども館」オープ

ン

【R5】新型コロナウイルス感染症５類移行後

は、児童館の開館時間短縮等の制限を解除

し、子ども向けのイベントを復活させるな

ど、すべての子どもが安心して過ごすことが

できる居場所を提供した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎子育て支援施策の主

な取組み

教育・保育環境の充実

○

　虐待対応専門員の配置等、子ども家庭総合

支援拠点における相談体制を充実させた。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　希望する全ての家庭に幼児教育・保育の機会を提供できるよう、教育・保育の量と質の確保を図るほ

か、市内全域の0歳児からの保育導入を進めます。

　児童虐待相談などに対応するため、子ども家庭総合支援拠点の強化を図ります。

　石狩ふれあいの杜公園内に大型児童センターの機能や子育て支援拠点機

能、地域の交流機能などを有する施設の整備計画を進めます。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標3：福祉の理解と人材の育成

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

非開催 非開催 非開催 参加者230名

→

１校3回 ３校６回 ７校28回 ９校37回 実施回数

未実施 未実施 参加者８名 参加者８名

未実施 未実施 未実施 未実施

参加者124名(定員なし) 参加者124名(定員なし) 参加者16名(定員15名) 参加者16名(定員20名)

参加者30名(定員25名) 参加者21名(定員20名) 参加者36名(定員20名) 参加者27名(定員20名)

　住民一人ひとりの防災に対する意識の向上を目的に、災害時のボランティアに関する研修会を実施

します。

　R2は新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、動画配信やDVDを作成し自宅で受講で

きる研修を実施した。R3～R5は感染症対策

を行いながら対面で研修会を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→◎

災害ボランティア関係事

業

（２）

ボランティアの育成

ボランティアスクール

教職員サマーセミナーと

の連携

ワークキャンプ事業

○

　R2、R3は新型コロナウイルス感染症の影

響によりボランティアスクールに包括し実

施。R4、R5は日帰りで技能実習生との交流

や福祉の講座を実施した。

□継続

□拡充

■改善

□縮小

□終了

→

→

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　宿泊を伴うボランティア活動を行うことで、福祉のみに留まらず、宿泊先の地域の人や外国人技能

実習生との交流により、参加した児童に共生の心を育みます。

　教職員向けサマーセミナーの中で、福祉に関する講座などを実施し、福祉の理解と意識の醸成を図

ります。

　ボランティアを始めるきっかけづくりや登録者のスキルアップ、登録者同士や要請施設などの親

睦・交流を深める事を目的とした研修会を実施します。

　R2・R3は新型コロナウイルス感染症の影

響によりサマーセミナーが実施されず、ま

た、R4・R5は連携に至らなかった。小中学

校に対する出前講座と、目的・内容等の重複

も大きいことから、本取組は終了する。

□継続

□拡充

□改善

□縮小

■終了

×

◎

　R2、R3は新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、自宅でできるボランティア体験

プログラム集を作成し、ボランティア活動の

きっかけづくりや啓発に努めるとともに、参

加者のスキルアップを図った。R4、R5は従

来どおり研修会方式とし、講師による講演や

実技研修を実施した。

第４次石狩市地域福祉計画・第６期石狩市社会福祉協議会地域福祉実践計画　評価シート

出前講座の派遣

（１）

福祉教育の推進

社会福祉大会

施策の方向 主な取組み 評価
今後の

方向性

○

　R2～R4年度は、新型コロナウイルス感染

症の影響により中止した。（表彰や感謝状の

贈呈は、個別対応） →

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

　新型コロナウイルス感染予防ガイドライン

を作成し、感染対策を行いながら市内小中学

校からの依頼により実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

実施状況等
主な事業内容・成果

　地域福祉関係者、市民が一堂に会し、お互いが地域福祉に対する共通理解を得ることを目的とし

て、社会福祉大会を開催します。またこれまでの社協活動への貢献に対し、表彰や感謝状の贈呈を行

います。

　市内小中学校との連携のもと、児童や生徒が福祉やボランティアをより身近に感じられるよう、福

祉体験プログラムを用いた福祉教室を実施します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標3：福祉の理解と人材の育成

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標
施策の方向 主な取組み 評価

今後の

方向性
実施状況等

主な事業内容・成果

実施 実施 実施 実施

→

実施（6回） 実施（9回） 実施（11回） 実施（12回） 実施回数

未実施 未実施 実施（22名） 実施（24名）

→

助成（8校） 助成（7校） 助成（6校） 助成（5校） 助成校数

→

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾟｲﾝﾄ登録者299名 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾟｲﾝﾄ登録者235名 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾟｲﾝﾄ登録者201名 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾟｲﾝﾄ登録者205名 登録者数

月500部発行 月500部発行 月500部発行 月500部発行

　各福祉事業で活躍するボランティア活動の継続と、ボランティア団体の連合体組織として地域の活

動へ安心して関わることができるよう、経費の一部を助成します。

　市内の視覚障がい者を対象に、石狩朗読ボランティアの会が実施する広報などの朗読録音物の無償

貸出に係る経費の一部を助成し、情報のバリアフリー化を支援します。

◎

　新型コロナウイルス感染症の影響で各団体

の活動も縮小したが、定期的な会議の開催、

広報誌発行など会員との繋がりを維持した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

ボランティア情報誌

「愉快な仲間」発行

　ボランティア情報の発信を目的に毎月発

行。ホームページにも掲載し広く周知を行っ

た。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

　ボランティアに関する情報を掲載した情報誌を発行し、ボランティア登録者や公共施設への配布な

ど情報発信を行います。

→

（３）

ボランティア活動の活

性化

ボランティアポイント事

業

ボランティア活動指定校

助成

　コロナ禍の影響で各学校でのボランティア

の取組は縮小傾向であったが、それぞれの学

校と地域の実情にあわせ、独自に工夫した計

画に基づき活動を行う協力校に対し、助成金

を交付した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

◎

　新型コロナウイルス感染症の影響により、

ボランティア受入れ施設が少なく活動回数は

減少したが、活動者の励みとなるため引き続

き実施する。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　石狩市内の小中学校及び高校を対象に、ボランティア活動指定校助成希望調査を実施します。活動

を行う学校にはその活動費用の一部を助成し、児童生徒のボランティア育成に努めます。

　新たなボランティアの発掘、やりがいや達成感といった活動に対する励みとなるよう、活動に対す

るポイント付与制度を通じ、ボランティア活動の活性化を図ります。

キッズボランティア

→

声のお便り

石狩市ボランティア

連絡協議会助成

　R2～R4までは新型コロナウイルス感染症

の影響により録音活動ができない月もあった

が、R5は通常どおり実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

○

　R2、R3は新型コロナウイルス感染症の影

響により実施できなかった。R4はデイサービ

スで使用するマスクケースなどを作成し利用

者に直接手渡しし、R5は新たに花川南老人デ

イサービスでのボランティア体験を追加し、

多くの児童が体験できる機会を設けた。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　石狩市ボランティア連絡協議会や花川北老人デイサービスセンターなどと連携し、夏休みと冬休み

期間に小学生向けのボランティア体験の場を提供します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標3：福祉の理解と人材の育成

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標
施策の方向 主な取組み 評価

今後の

方向性
実施状況等

主な事業内容・成果

未実施 未実施 未実施 実施

実施　 実施　 実施　 実施　

実施　 実施　 実施　 実施　

→

年４回（5.7.10.1月）

特別号１回

年４回（5.7.10.2月） 年４回（5.7.10.2月） 年４回（5.8.10.1月）
発行回数

代替広報誌発行(年11回) 代替広報誌発行(年12回) 代替広報誌発行(年6回) 壁新聞・代替広報誌発行(年6回)

HP53回、tw57回、FB56回 HP66回、tw59回、FB59回 HP55回、tw50回、FB50回 HP45回、tw59回、FB59回

→

　ホームページをはじめ、twitterやfacebook

等のSNSを活用し、地域のサロンの様子や石

狩市社会福祉協議会主催の事業など、写真を

取り入れながら親しみやすい情報を広く発信

した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

インターネットによる情

報配信

◎

　ツイッターやブログなどにより最新の情報を適時発信するとともに、社協のホームページとの連携

により充実した情報提供に努めます。

地域福祉新聞の発行

→

（４）

情報提供の充実

社協広報「ふれあい」の

発行

　毎月発行の「広報いしかり」に年４回折込

とすることで、より地域住民の目に留まるよ

うに努めた。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

○

　R2～R4年度は、新型コロナウイルス感染

症の影響により掲示先の施設等に地域住民が

集う機会が減少したため、代替として配布型

広報誌を作成し情報周知に努めるとともに、

関係団体を通じて個人へ配布することにより

対面機会を維持した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　年４回市内全戸に社協広報「ふれあい」を配布し、社協活動の情報開示と地域福祉活動への市民参

加の必要性の啓発に努めます。

　社協や地域福祉活動を紹介するポスターを制作し、市内公共施設・町内会館など、生活に密着して

いる場所への掲示を行い、わかりやすい情報発信に努めます。

社会参加支援ボランティ

ア

→

ボランティア活動の見え

る化

　ボランティア活動者の励みになることを目

的に、ボランティア活動の実績の見える化を

実施した。

・見える化の一例・・・ボランティア100回

以上でピンバッジを贈呈。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

◎

　ひきこもりなど社会参加が困難な方に対

し、社会参加のきっかけづくりを関係機関と

連携しながら実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　ボランティア活動の継続やモチベーションの向上を目的として、活動に対する評価を見える形で実

施します。

　社会参加のきっかけづくりやコミュニケーション力を培う手段となるよう、ボランティア活動の充

実を図ります。

→

被災地支援関連事業

→○

　R2～R4は新型コロナウイルス感染症の影

響により、被災地からのボランティア要請が

なかった。R6.1月に発生した能登半島地震で

は、県外からのボランティアを受付けてお

り、数名の保険手続きを行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　大規模災害の発生時に被災地支援が迅速に行えるよう、ボランティア保険の受付や情報提供を行い

ます。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標3：福祉の理解と人材の育成

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標
施策の方向 主な取組み 評価

今後の

方向性
実施状況等

主な事業内容・成果

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

→

介　護：１事業所、６名

障がい：１事業所、４名

介　護：１事業所、９名

障がい：１事業所、１名

介　護：１事業所、10名

障がい：１事業所、３名

介　護：１事業所、10名

障がい：１事業所、4名
対象件数

→

３事業所、６名 ３事業所、６名 ３事業所、９名 ３事業所、13名 対象件数

↗

７名 15名 19名 16名 対象件数

　年度毎に内容を更新して、本庁舎及びりん

くるに配置したほか、市民からの相談に活用

してもらうため民生委員児童委員へ配布し

た。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

　年度毎に内容を更新して、本庁舎及びりん

くるに配置したほか、市民からの相談に活用

してもらうため民生委員児童委員へ配付し

た。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

◎

　過疎地域の介護サービス事業所が受け入れする外国人技能実習生に対し、事業所を通じた支援に取

り組みます。

　人材確保が困難な保育士について、市内の認定こども園などへの就労に対する支援に取り組みま

す。

（５）

人材の育成と確保

福祉施設に対する人材確

保の支援

◎

　ニーズに応じ適切に補助事業を実施した。 ■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

保育士の人材確保の支援

◎

　市内認定こども園等に新たに保育士等とし

て勤務する者等に就職奨励金を交付し、就労

支援を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

外国人技能実習生の受入

支援

　ニーズに応じ適切に補助事業を実施した。 ■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

保健福祉窓口早わかり表

の発行

◎

　市役所の保健福祉に関わる窓口の連絡先（電話番号）を紹介した一覧を毎年作成（更新）し、知り

たい情報を得られるよう、市ホームページへの掲載や公共施設への配置など情報提供を行います。

　厚田区・浜益区の介護サービス事業所、障がい福祉サービス事業所への新規就労者に対し、事業所

を通じた支援に取り組みます。

保健・福祉ガイドブック

の発行

◎

　市が実施する保健福祉の各種制度を紹介する冊子を作成し、多様な情報を提供します。

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標4：自立を支える体制の推進

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

39件　1,360千円 27件　1,018千円 28件　982千円 27件　1,120千円

821件　326,618千円 569件　249,410千円 122件　48,406千円 8件　8,315千円

新規相談376件

支援プラン341件

新規相談409件

支援プラン478件

新規相談126件

支援プラン115件

新規相談106件

支援プラン149件

11世帯 17世帯 11世帯 3世帯

支援件数20件 支援件数27件 支援件数31件 支援件数79件

開設準備 9月開設 有効求人213人、有効求

職2人、就職決定10人

有効求人145人、有効求職

2人、就職決定1人

　生活困窮者の就労による自立を支援するため、令

和３年９月に開設した無料職業紹介所において、求

人者と求職者のマッチングが進むよう、無料職業紹

介所の機能向上を図ります。

無料職業紹介所の開設準

備

（R４～）

無料職業紹介所の機能向

上

◎

　令和3年9月に無料職業紹介所を開設した。

今後は、生活困窮者自立支援事業就労準備支

援事業や被保護者就労支援事業と連動しなが

ら、求職者と求人者のマッチングを進めてい

く。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　就労準備支援事業利用者に対する就労自立支援を

より実効的に展開するため、無料職業紹介所の開設

準備を進めます。

→

→

↗

【重点２】

生活困窮者住居確保給付

金

【重点２】【重点３】

生活困窮者就労準備支援

事業

　離職などにより住居喪失した又は喪失するおそれがある生活困窮者に対して、受給期間の就職活動など

一定の要件を満たす人に、一定期間、家賃相当分の給付金を支給し自立を支援します。

　直ちに一般就労することが困難な生活困窮者に対して、就労や社会参加に必要な基本的生活習慣やコ

ミュニケーションの能力の習得、就労体験などにより就労意欲の喚起を図る支援をします。

　コロナ禍により支給要件や求職活動要件が

緩和されたことを踏まえ、より細やかな受付

対応を行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

◎

　生活困窮からの自立に向け、見学や就労体

験など個々の状況に合わせた支援を実施し

た。令和5年度からは、農作業をプログラムと

して取り入れ、被保護者就労支援事業と連携

しながら支援の幅を広げた。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

　生活福祉資金特例貸付（総合支援資金）利

用者を含む困窮世帯に対し、自立に向けた各

種支援・助言を行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

◎

主な事業内容・成果

　不時の出費などによって一時的に世帯の生計維持が困難となり、他から貸付を受けることが難しく、自

立更生に役立つことが期待できる世帯を対象に5万円を限度として、無利子で資金の貸付を行います。

　他の貸付制度が利用できない低所得世帯や障がい者世帯、高齢者世帯を対象に、資金の貸し付けを行う

ことにより、経済的自立と生活の安定を目指します。

　生活困窮者の仕事や生活などに関する悩みを聞き、課題解決のためのプランを一緒に考え、利用できる

サービスなどを活用しながら、自立して暮らすことができるよう支援します。

実施状況等主な取組み 評価
今後の

方向性

◎

　これまでの貸付制度に加え、令和元年度末

から令和4年9月にかけて生活福祉資金特例貸

付（緊急小口資金・総合支援資金）の申請に

係る受付並びに償還相談対応を行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

第４次石狩市地域福祉計画・第６期石狩市社会福祉協議会地域福祉実践計画　評価シート

→

→

生活福祉資金貸付事業

◎

　一時的な困窮状態に陥っている世帯に対

し、適宜貸付を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

【重点２】【重点３】

生活困窮者自立相談支援

事業

（１）

生活困窮者への支援

福祉金庫貸付事業

施策の方向

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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基本目標4：自立を支える体制の推進

目標(値)

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績 指標

主な事業内容・成果
実施状況等主な取組み 評価

今後の

方向性
施策の方向

支援件数 28件 支援件数 32件 支援件数 130件 支援件数 277件

支援児童：21名

延べ支援回数：821回

支援児童：31名

延べ支援回数：983回

支援児童：26名

延べ支援回数：924回

支援児童：32名

延べ支援回数：1,135回

１件 １件 ０件 ３件

個別支援：111人に978回

グループ支援：5グルー

プに291回（延べ560人）

個別支援：115人に861回

グループ支援：5グルー

プに247回（延べ470人）

個別支援：50人に1169回

グループ支援：6グルー

プに285回（延べ553人）

個別支援：129人に1062回

グループ支援：6グループ

に268回（延べ534人）

20回開催（延べ96人） 19回開催（延べ84人） 23回開催（延べ90人） 12回開催（延べ29人）

↗

ゲートキーパー養成講座

２回開催　受講者69名

ゲートキーパー養成講座

１回開催　受講者38名

ゲートキーパー養成講座

2回開催　受講者55名

ゲートキーパー養成講座

3回開催　受講者95名
受講者数

　NPO法人に委託し実施。相談窓口の設置

と、臨床心理士や社会福祉士など専門職の配

置により、個人やグループへの必要な支援を

行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

【重点３】

ひきこもり相談会開催事

業 ◎

　NPO法人に委託し実施。相談会を開催し、

ひきこもりの状態にある本人やその家族等が

集まり交流する場を設けるとともに、必要に

応じた助言や適切な関係機関へつなぐなどの

支援を行った。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

（２）

ひきこもりへの支援

【重点３】

ひきこもりサポート事業

◎

　ひきこもりの当事者やその家族が胸のうちを語り合い交流できる機会を設け、ひきこもりの悩みに対す

る支援を行います。

　ひきこもり相談支援窓口を設置し、個別支援やグループ支援を行いながら、復学や再就学、就業に向け

た支援及び家族の精神的安定を図ります。

◎

（３）

自殺対策の推進

【重点３】

自殺対策の推進

　ゲートキーパー講座を実施し、終了後に自

殺対策の理解度についてアンケートを実施し

た。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　地域のネットワーク強化やゲートキーパーの育成など「石狩市自殺対策行動計画」に基づいた施策の推

進を図ります。

　家庭生活支援員３名により、リモート、家

庭訪問、公共施設等を活用しニーズに沿った

支援を実施した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

【重点２】

生活困窮者一時生活支援

事業 ◎

　住居や仕事を持たず車中泊をしていた人等

からの相談に応じ支援を実施した。支援期間

中に住居と仕事を確保した人、生活保護に

至った人などそれぞれ自立し転居した。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

【重点２】

子どもの学習支援事業

◎

　住居を持たない生活困窮者に対し、一定の期間内に限り、宿泊場所や食事、衣料や日用品など日常生活

に必要な物資などの提供により、自立の促進に向けた支援を検討します。

　生活に困窮し十分な学習機会を得られない小中学生を対象に、基礎的な学力の向上や家庭における養育

の相談に応じるなど「貧困の連鎖」防止のため、学習支援を通じて子どもの将来の自立に向けた支援を実

施します。

【重点２】

生活困窮者家計改善支援

事業 ↗◎

　生活困窮からの自立に向け、家計診断や家

計表作成など個々の状況に合わせた支援を行

いました。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

　家計に関する悩みをもつ生活困窮者の相談に応じ、収支改善に向けた助言や再生プランの作成など行

い、自立した家計の管理能力を高め、安定して暮らすことができるよう支援します。

→

→

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績

新型コロナ感染拡大によ

り家庭裁判所との連携協

議会が中止となり、書面

での報告及び個別事案を

通して連携を図った。

札幌家庭裁判所との連絡

協議会及び意見交換会を

各１回実施した。

中核機関設置。

権利擁護連携会議開催

数：２回

受任調整会議案件数：６

件

権利擁護連携会議開催

数：２回

受任調整会議案件数：７

件

新型コロナ感染拡大防止

のため、R3年度に延期。

通信講座型の養成講座を

実施。受講生12名、登録

者12名

３年に１度のため開講な

し

従来通りの養成講座を実

施。受講生９名、登録者

７名

高齢者 5件

障がい者 2件

高齢者 5件

障がい者 1件

高齢者 2件

障がい者 0件

高齢者 0件

障がい者 1件

実施 実施 実施 実施

市長申立の実施 　本人の判断能力が不十分であり経済的虐待

や親族がいない等の理由によって起こる本人

の権利侵害からの回復を支援するため市長申

立を実施した。

◎

　成年後見制度申立に必要な審判費用及び第

三者成年後見人等に対しその報酬の助成を

行った。

◎

　成年後見制度の利用が必要な人のうち、やむを得ない事情があり、本人や親族が申立を行うことが困

難な判断能力の不十分な高齢者又は知的障がい者若しくは精神障がい者について、市長が家庭裁判所に

後見など審判の申立を行います。

成年後見制度利用支援事

業

市民後見人養成講座

◎

　市民後見人養成講座受講者総数は97名と

なった。現在の後見支援員登録者数は47名、

そのうち日常生活自立支援事業の生活支援員

登録者数は38名。毎年フォローアップ研修会

を実施しスキルアップを図っている。

施策の方向 主な取組み 評価

→

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

　本人らしい生活を守るための制度である成年後見制度などを適切に利用できるよう、権利擁護支援の

必要な人の発見支援の仕組みや、早期からの相談・対応体制の整備、意思決定支援や身上保護を重視し

た成年後見制度の運用に資する支援体制である地域連携ネットワーク体制※14や、そのコーディネート

を担う中核機関のあり方を検討します。

　後見人などのなり手の確保を目的に、市民後見人養成講座を開催します。全てのカリキュラムを受講

し、社会福祉協議会に登録した人は「後見支援員」、「生活支援員」として、社会福祉協議会が実施す

る「法人後見」、「日常生活自立支援事業」、「生活あんしんサポート事業」の履行補助者として活動

します。

　判断能力が不十分な高齢者又は知的障がい者若しくは精神障がい者について、申立人がいない場合、

市長が行う審判の請求を行います。また成年後見制度の利用にあたり、必要な費用を負担することが困

難である人に申立費用や報酬の助成を行います。

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

■継続

□拡充

□改善

□縮小

□終了

→

第４次石狩市地域福祉計画・第６期石狩市社会福祉協議会地域福祉実践計画　評価シート

↗

５．成年後見制度など

の利用促進

中核機関のあり方及び地

域連携

ネットワーク体制構築の

検討

◎

　令和４年４月１日に中核機関を設置した。

親族・専門職後見人からの相談機能の強化を

図り、従来の相談機能・広報啓発機能に加

え、専門職による受任調整会議を開催してい

る。また権利擁護のための地域連携ネット

ワークのコーディネートを担うため、権利擁

護連携会議の事務局となった。

□継続

■拡充

□改善

□縮小

□終了

目標(値)
主な事業内容・成果 今後の

方向性
実施状況等

内　容 R２ R３ R４ R５

高齢者申立費用助成 ６件 ５件 ２件 ０件

高齢者報酬助成 ６件 ９件 ７件 ４件

障がい者申立費用助成 ２件 １件 ０件 １件

障がい者報酬助成 ２件 ３件 ３件 ３件

【評価内容】◎：計画どおり実施、○：一部実施、△：期間内に実施予定、✕：実施予定なし、―：コロナ禍で実施不可　　
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